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『広がる世界の探究活動 ～子どもと共に創りあげる学びのプロセス～』 

 

1．この活動のねらい 

子どもたちの「やってみたい！」という気持ちを出発点に、 

そこから生まれる発見・ひらめき・関わりを大切にしながら、 

“遊び”がどのように深まっていくかを、子どもと一緒に楽しみながら育てていくことが目的です。 

 

2．この活動が大切な理由 

いま、子どもたちにはこんな力が求められています。 

• 自分で考える力 

• 感じたことを言葉や形で表現する力 

• お友だちと力を合わせて物事を進める力 

こうした力は、**自分の気持ちを大切にしながら、周りと関わり合う“探究活動”**の中で自然に育ちま

す。 

 

3．どんなふうに進めるの？ 

ステップ①【気づく・記録する】 

「これやってみたい！」「あれ、なんだろう？」 

➡ 保育者がその瞬間を逃さずメモや写真で残します 

ステップ②【話し合う・決める】 

子どものつぶやきやアイデアをヒントに、 

「じゃあ、これをやってみよう！」とテーマを決めていきます 

ステップ③【遊びをひろげる】 



必要な材料や場所、道具を整えて、 

子どもたちが思いきり遊べる環境を用意します 

ステップ④【どんどん深める】 

遊びの中で出てきた新しいアイデアも大歓迎！ 

話し合いながらどんどん広げていきます 

ステップ⑤【まとめて伝える】 

遊びの成果を作品にしたり、ほかのクラスや保護者に発表したり… 

「こんなことをしたよ！」と伝える体験につなげます 

 

4．こんな力が育ちます 

   自分で考え、表現する力 

   「これって何だろう？」と感じる探究心 

   お友だちと意見を出し合い、協力する力 

   「やってよかった！」という達成感 

 

5．ふりかえりと見える化 

• 子どもの写真や言葉を記録し、育ちの変化を可視化 

• 保育者のふりかえりや話し合いを定期的に行い、次に活かします 

• 「10の姿」や「5領域」と結びつけながら、発達を丁寧に確認 

 

6．これから目指すこと 

   探究のテーマをつなげた年間カリキュラムの構築 

   異年齢や地域とつながるプロジェクト活動 

   保護者参加イベントで子どもの学びを一緒に応援              

 



今年度事例紹介：「お寿司屋さんごっこ」からの大きな学び    

積み木のおうち 

➡「カウンターみたい」                                                   

➡ お寿司屋さんごっこ           

➡ 紙粘土で本格的なお寿司づくり      

➡ クラス全体での開店イベント開催！ 

このように、子どもたちのつぶやきや思いつきから遊びが広がり、大きな学びへと育っていくプロセスを探

究します。 

 


